
平成３０年度「外部専門機関と連携した英語指導力向上事業」 ～長崎県島原市立第三中学校～

【現状の課題】 向上心が低く、スピーチやプレゼンテーションなど発信する力が弱い。
【課題解決のための手立て】主体的に取り組むことができる場面設定を用いたプロジェクト形式の授業を行う。

現状の課題と課題解決のための手立て

［具体的取組］
○プロジェクト形式での主体的・対話的な深い学びを実現する授業を仕組む。
○ＮＩＥを用いて情報活用能力の向上を目指す。
○毎時間の帯活動で、１分間のフリートークと多読・速読の取組を実施する。
○ＡＬＴの活用（文法指導をオールイングリッシュで実施する）

［公開授業等］
○授業参観（9/18実施、1/18実施予定）、県教委、市教委、大学教授にプロジェクト形式以外の授業を公開し、授業研究を行った。
○研究授業（7/18、10/19実施）、県教委、市教委、大学教授が授業を参観し、授業研究及び研究の今後の方向性について話し合った。
○公開授業（11/30実施、 2/14実施予定）、県教委、市教委、大学教授及び、市内中学校英語教員、市内小学校外国語担当教師を対象に公開授業
を行い、授業研究及び小中学校の英語指導での課題の共有や解決のための具体的対策について話し合った。

具体的取組の内容

①生徒アンケート（３年生で実施）
英語の学習は好き・・・・・ ５３％
英語の授業は面白い・・・ ７７％
将来英語は役に立つ・・・ ８３％
②県学力調査（英語）
県全体の平均との比較（経年比較）

H25 －７．４
H26 －５．３

（研究開始）H27 ＋５．３
H28 ＋９．１
H29 ＋１．１
H30 ＋８．３

H30の学力調査の領域別比較
表現・・・・・・ ＋１９．６
理解・・・・・・ ＋ ４．６
言語文化・・ ＋ １．９

成果①

【生徒の変容】

○知識・技能
・応用的な英語を用いることで、基礎的な英文法への理解が深まった。

○思考力・判断力・表現力
・発表活動において、効果的な視覚材料を選んで活用し、豊かな表情や
ジェスチャーを交えて発表できるようになった。
・友達の意見に対して自分の考えを述べ、話合い活動を通してより良い
ものを作り上げようとするコミュニケーション力や協働性が高まった。

○学びに向かう力・人間性
・主体的に情報を集めようとする姿勢が身につき、求める情報を素早く収
集し、その情報を精査して必要な情報と不必要な情報を見分けることが
できるようになった。
・新しく学習したことでも失敗を恐れずに、積極的に活用しようとする姿勢
が身についた。
・人前で発表した成功体験の積み重ねで、自分の行動に自信を持てるよう
になり、難しい課題でも最後までやり遂げようとする姿勢が身についた。
・より良い発表（プレゼンテーション）をしようと工夫をする生徒が増えた。
・低学力の生徒も生き生きと活動する姿が見られた。

成果②

【課題】
○プロジェクトの時間確保が難しい。
○即興での英語のやりとりが不十
分である。
○ドリル的な書く活動が不足し、単
語のスペルミスが目立つ。

【今後の方向性】
○プロジェクトのためのカリキュラム
マネジメント
○日々の授業（特に文法指導時）を
オールイングリッシュ行うことによ
るインタラクティブでコミュニカティ
ブな授業の実践。
○帯活動における書く活動の継続
的な実施。

今後の課題・方向性
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